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日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
我
が
国
農
業
へ
与
え
る
影
響
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
六
二
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

我
が
国
が
現
在
締
結
に
向
け
て
交
渉
を
進
め
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
経
済
連
携
協
定
（
以
下
、
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
そ
の
交
渉
が
始
め
ら
れ
た
そ
も
そ
も
の
経
緯
を
前
回
質
問
主
意
書
で
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答

弁
書
」
で
は
「
平
成
十
五
年
七
月
の
ハ
ワ
ー
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首
相
（
当
時
）
訪
日
を
受
け
て
始
め
ら
れ
た
日
豪
貿
易

経
済
枠
組
み
に
基
づ
く
作
業
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
平
成
十
七
年
四
月
に
開
始
さ
れ
た
共
同
研
究
の
最
終
報
告
書
が
、
平
成

十
八
年
十
二
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
同
月
の
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
（
当
時
）
と
ハ
ワ
ー
ド
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
首
相
（
当
時
）
と
の
間
の
電
話
会
談
に
お
い
て
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
も
の
で
あ

る
。
」
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
交
渉
を
始
め
る
こ
と
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
政
府
は
我
が
国

の
各
農
業
協
同
組
合
や
各
農
業
団
体
、
生
産
者
等
、
我
が
国
に
お
い
て
農
業
に
従
事
す
る
人
々
に
、
何
ら
か
の
相
談
、
報

告
、
ま
た
は
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
締
結
に
よ
り
我
が
国
が
獲
得
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
、
同
時
に
我
が
国
が
被
る
デ
メ
リ
ッ
ト
等
に

つ
い
て
の
説
明
を
し
た
か
。

二

「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
に
つ
い
て
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
締
結
に
よ
り
、
重
要
品
目
の
関
税
が
撤
廃
さ
れ

一



た
場
合
を
想
定
し
て
、
北
海
道
庁
が
試
算
し
た
北
海
道
が
受
け
る
被
害
額
、
失
業
者
数
等
（
以
下
、
「
北
海
道
庁
試
算
」
と

い
う
。
）
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
お

い
て
は
、
農
林
水
産
業
の
重
要
性
を
十
分
認
識
し
、
守
る
べ
き
も
の
は
守
る
と
の
方
針
の
下
、
我
が
国
に
と
っ
て
最
大
限
の

メ
リ
ッ
ト
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
答
弁
で
言
う
「
守
る
べ
き
も
の
」

と
は
何
か
、
ま
た
我
が
国
に
と
っ
て
の
「
最
大
限
の
メ
リ
ッ
ト
」
と
は
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
に
説
明

さ
れ
た
い
。

三

「
北
海
道
庁
試
算
」
の
様
に
、
政
府
は
独
自
に
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
締
結
に
よ
り
重
要
品
目
の
関
税
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
の

被
害
額
や
失
業
者
数
等
に
つ
い
て
試
算
を
行
っ
て
い
る
か
。

四

三
で
、
行
っ
て
い
な
い
の
な
ら
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
政
府
は
確
た
る
見
通
し
も
な
い
ま
ま
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
締
結
を
目
指

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

五

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
締
結
が
我
が
国
の
食
料
自
給
率
の
向
上
並
び
に
政
府
目
標
の
達
成
に
資
す
る
も

の
か
と
問
う
た
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
政
府
と
し
て
は
、
食
料
自
給
率
の
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
お
い
て
は
、
農
林
水
産
業
の
重
要
性
を
十
分
認
識
し
、
守
る
べ
き
も
の
は
守
る
と
の
方
針
の
下
、
我
が

二



国
に
と
っ
て
最
大
限
の
メ
リ
ッ
ト
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
」
と
、
何
ら
明
確
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
に
よ
り
重
要
品
目
の
関
税
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
、
コ
ス
ト
面
で
の
競
争
に
全
く
歯
が
立
た
な
い
我
が
国
の

農
業
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、
我
が
国
の
農
家
は
軒
並
み
離
農
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
結
果
的
に
我
が
国
の
食
料
自
給
率
は
低

下
を
免
れ
な
い
と
考
え
る
。
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
締
結
は
、
食
料
自
給
率
の
向
上
と
い
う
政
府
目
標
に
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る

も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
通
し
を
明
確
に
述
べ
ら
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


